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会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
市
紙
芝
居
サ
ー
ク
ル
「
い
ず

み
」　
第
１・第
３
水
曜
日
の
午
前　
時
～
午

１０

後
０
時
半
、
中
央
図
書
館
で
。
会
費
年
２
４

０
０
円
。
紙
芝
居
が
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た

で
も
。
公
演
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
小
暮
☎
４
７
４
・
７

０
５
８
へ
。

　
◆
読
者
会
（「
世
界
」
を
読
む
会
）　
第
２

水
曜
日
午
後
６
時
半
～
９
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

会
議
室
他
で
。
参
加
費
１
回
１
０
０
円
。
雑

誌
「
世
界
」
の
読
者
会
で
す
。
感
想
・
意
見

の
交
流
を
。
詳
し
く
は
須
山
☎
０
９
０
・
３

８
７
８
・
５
８
４
８
へ
。

　
◆
書
道
と
水
墨
画（
国
際
書
画
交
流
会
）　

第
１
・
第
３
水
曜
・
金
曜
日
が
書
道
、
第
２
・

第
４
水
曜
日
が
水
墨
画
、
い
ず
れ
も
午
前
９

時
半
～
正
午
、
浅
間
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
１
０
０
０
円
他
。
師
範
資
格
取
得

コ
ー
ス
あ
り
。
初
心
者
・
高
齢
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
福
田
☎
０
９
０
・
９
３
９
６
・
６
９

６
４
へ
。

　
◆
軟
式
野
球
（
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
ツ
）　

毎
週
木
曜
日
午
前　
時
～
午
後
１
時
他
、
滝

１０

山
球
場
で
。会
費
月
１
０
０
０
円
、保
険
代
年

間
１
２
０
０
円
。　
歳
以
上
で
健
康
な
方
。初

６０

心
者
も
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
れ
ば
大
丈

夫
。
詳
し
く
は 
東 
☎
４
７
４
・
６
７
８
０
へ
。

あ
ず
ま

　
◆
水
彩
画・色
鉛
筆
画
（
エ
ビ
ス
絵
画
）　

第
１
・
第
３
金
曜
日
の
午
前　
時
～
正
午
、

１０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０
０

円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。
静
物
・
風
景
・

人
物
な
ど
を
描
き
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
村
田
☎
０
９
０
・
５
５
３
４
・
８
５

３
８
へ
。催

し

　
◆
あ
べ
ま
り
あ　
何
が
あ
っ
て
も
よ
か

よ
か
ラ
イ
ブ（
環
境
を
良
く
す
る
会
）　
７
月

７
日
（
金
）
午
後
２
時
～
４
時
（
１
時
半
開

場
）、
成
美
教
育
文
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー

ル
で
。
入
場
料
１
５
０
０
円
。
詳
し
く
は
佐

藤
☎
４
５
８
・
１
３
５
０
へ
。

　
◆
女
声
コ
ー
ラ
ス
演
奏
会
（
コ
ー
ロ
ソ
ル

ジ
ェ
ン
テ
）　
７
月　
日（
土
）午
後
２
時
～

１５

４
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
料
無

料（
整
理
券
配
布
）。
第
１
回
演
奏
会「
夢
の

メ
ド
レ
ー
」。
ゲ
ス
ト
出
演
は
テ
ノ
ー
ル
歌

手
の
下
村
雅
人
氏
。
詳
し
く
は
井
上
☎
４
７

３
・
４
１
２
９
へ
。

　
◆
冨
岡
ク
ラ
ブ
歌
謡
祭
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
）

（
冨
岡
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
）　　
月
１
日

１０

（
日
）
午
前　
時
～
午
後
７
時
、
成
美
教
育

１０

文
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無

料
。
歌
手
の
石
原
詢
子
氏
を
招
い
て
開
催
し

ま
す
。
歌
う
方
も
若
干
名
募
集（
有
料
）。
詳

し
く
は
冨
岡
☎
０
９
０
・
２
７
５
０
・
８
３

８
１
へ
。

　
◆
わ
が
町
の
誇
れ
る
歴
史
（
明
治
大
学
校

友
会
東
久
留
米
地
域
支
部
）　
７
月
８
日

（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半
、
中
央
図
書

館
視
聴
覚
室
で
。
入
場
料
５
０
０
円
（
資
料

代
）。
講
師
は
竹
内
俊
雄
氏
。
資
料
を
用
意

す
る
た
め
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
江
波
☎
４
７
３
・
８
８
１
５
へ
。

　
◆
「
み
ん
な
で
歌
お
う
」
コ
ン
サ
ー
ト

（
東
久
留
米
う
た
う
会
）　
６
月　
日
（
日
）

１８

午
後
２
時
～
４
時　
分
、
東
部
地
域
セ
ン

１５

タ
ー
で
。
参
加
費
３
０
０
円
。
新
曲
や
季
節

の
歌
、
リ
ク
エ
ス
ト
曲
な
ど
楽
し
く
歌
い
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
湯
田
☎
４
７
４
・
７
９

９
２
へ
。

　
◆
C
a
f
e
は
な
さ
く
る
め
（
は
な
さ
く

る
め
）　
６
月　
日（
土
）午
前　
時
～
午
後

２４

１０

３
時
、
ゆ
い
ま
ぁ
る
南
沢
２
階
交
流
ひ
ろ
ば

（
南
沢
２
ノ　
ノ　
）
で
。
入
場
料
無
料

１３

１１

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ご
と
に
費
用
が
掛
か
り

ま
す
）。
起
業
を
目
指
す
女
性
た
ち
が
つ
く

る
癒
し
の
場
。
忙
し
い
日
々
に
潤
い
を
。
飲

食
あ
り
。
詳
し
く
は
原
☎
０
９
０
・
４
０
９

４
・
４
３
６
０
へ
。

　
◆
体
力
測
定
会
（
東
久
留
米
市
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
）　
６
月　
日（
月
）午
後
１
時

２６

　
分
か
ら
、
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
で
。
参

１５加
費
無
料
。
体
力
年
齢
を
測
定
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は 
鷹  羽 
☎
４
５
８
・
２
６
８

た
か 
は

１
へ
。

　
◆
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
験
会
（
リ
ト
ミ
ッ
ク

サ
ー
ク
ル
ま
め
ち
ゃ
ん
ズ
）　
７
月
３
日

（
月
）
午
前　
時
半
～　
時　
分
、
市
民
プ

１０

１１
１５

ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
５
０
０
円
。
１
歳

児
か
ら
。
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
に
触
れ
な
が
ら

親
子
で
楽
し
く
音
遊
び
。
詳
し
く
は
遠
藤
☎

０
９
０
・
２
７
６
９
・
１
６
７
４
へ
。

　
◆
第　
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
東
京
都
大
会

２９

（
東
久
留
米
青
年
会
議
所
）　
６
月　

日
２５

（
日
）
午
前　
時
開
会
、　

時　
分
試
合
開

１０

１０
５０

始
予
定
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
料

無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
東
久
留
米
青
年
会
議

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。
車
で
の
来
場
不
可
。

詳
し
く
は
ク
リ
ハ
ラ
☎
０
７
０・５
４
６
１・

７
５
４
８
へ
。

は
、
臨
床
調
査
個
人
票
（
疾
病
ご

と
に
様
式
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
）
な
ど
必
要
書
類
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
同
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
対
象
疾

病
に
つ
い
て
は
都
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.fukushihoken.m
etro.tokyo.jp/iryo/nanbyo/nk_
shien/n_josei/seidoannai.html

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
都
疾
病
対
策
課
☎
０

３
・
５
３
２
０
・
４
０
０
４
ま
た

は
市
障
害
福
祉
課
地
域
支
援
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　
難
病
医
療
費
助
成
制
度
に
係
る

「
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受

給
者
証
」
ま
た
は
「
マ
ル
都
医
療

券
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
引
き
続

き
医
療
費
助
成
を
希
望
す
る
方
は
、

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
更
新

に
必
要
な
書
類
な
ど
は
都
か
ら
郵

送
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
は
市
が
窓

口
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
障

害
福
祉
課（
市
役
所
１
階
）で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
効
期
限

を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
医
療
費
助

成
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
改
め
て

手
続
き
を
し
た
日
か
ら
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
規
で
難
病
医
療
費
助

成
を
希
望
す
る
方
は
、
同
課
で
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
に

　
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
有
効
期

間
が
終
了
す
る
と
、
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
継
続
す
る
場
合
は
、

必
ず
継
続（
更
新
）手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
は
、
お

手
持
ち
の
受
給
者
証
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
継
続
（
更
新
）
手
続
き
は
、
有

効
期
間
の
３
カ
月
前
か
ら
障
害
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）
で
受
け
付

け
ま
す
。

◎
診
断
書
の
提
出
は
２
年
に
１
度

で
す
　
継
続
（
更
新
）
手
続
き
に
お
け

る
診
断
書
の
提
出
は
、
病
状
お
よ

び
治
療
方
針
の
変
更
が
な
い
場
合
、

２
年
に
１
度
で
す
。

　
前
回
申
請
の
際
に
診
断
書
を
提

出
し
て
い
る
場
合
は
、
今
回
の
継

続
（
更
新
）
手
続
き
で
は
診
断
書

の
提
出
は
不
要
で
す
。
な
お
、
継

続
（
更
新
）
手
続
き
は
毎
年
必
要

で
す
。

　
【
ご
注
意
】有
効
期
間
を
過
ぎ
て

か
ら
の
再
開
申
請
や
前
回
の
継
続

（
更
新
）
時
に
、
診
断
書
な
し
で

手
続
き
し
た
方
は
、
診
断
書
の
提

出
が
必
要
で
す

　
ま
た
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
は
、
前

回
更
新
時
に
診
断
書
を
提
出
し
た

場
合
で
も
、
手
帳
更
新
の
た
め
に

診
断
書
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
診
断
書
の
提
出
が
必
要

か
ど
う
か
不
明
な
方
は
、
同
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
所
得
区
分
の
変
更
に
つ
い
て

　
「
保
険
証
の
世
帯
が
変
更
に

な
っ
た
」
ま
た
は
「
前
年
度
と
課

税
状
況
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
の
場

合
、
有
効
期
間
の
途
中
で
も
所
得

区
分
変
更
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
所
得
区
分
変
更
手
続
き
を
行
っ

た
場
合
、
申
請
日
の
翌
月
初
日
か

ら
新
し
い
所
得
区
分
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
福
祉
支
援
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
向
け
、
外
国
人
観
光
客
が
安
心

し
て
滞
在
で
き
る
環
境
を
整
え
る

た
め
、
市
と
都
が
共
催
で
「
外
国

人
お
も
て
な
し
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
育
成
す
る
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　
こ
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、

街
中
で
困
っ
て
い
る
外
国
人
を
見

掛
け
た
際
な
ど
に
、
簡
単
な
外
国

語
（
英
語
）
で
積
極
的
に
声
を
掛

け
、
道
案
内
な
ど
の
手
助
け
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
大
会
期

間
中
に
競
技
会
場
な
ど
で
活
動
す

る
も
の
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
【
開
催
日
】１
回
目
＝
８
月
２
日

（
水
）午
後
１
時
～
４
時
半
▼
２・

３
回
目
＝
３
日
（
木
）
午
前　
時
１０

～
正
午
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

▼
４
・
５
回
目
＝
４
日
（
金
）
午

前　
時
～
正
午
、
午
後
１
時
半
～

１０
３
時
半

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室
　
【
講
座
内
容
】全
５
回
。
▼
１
回

目
＝
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
、

外
国
人
に
対
す
る「
お
も
て
な
し
」

の
心
を
身
に
着
け
る
た
め
、
映
像

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
た
学

習
▼
2
〜
５
回
目
＝
道
案
内
な
ど

の
簡
単
な
や
り
取
り
が
で
き
る
程

度
の
会
話
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、

テ
キ
ス
ト
を
活

用
し
た
受
講
者

同
士
の
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
を

交
え
た
学
習

　
※
修
了
者
を
都
の
「
外
国
人
お

も
て
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し

て
登
録
し
ま
す
。

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の　
歳
以
上（
中
学
生
を
除
く
）

１５
で
、
全
５
回
に
出
席
が
で
き
、
積

極
的
に
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
方

　
【
定
員
】　

人（
応
募
者
多
数
の

３６

場
合
は
抽
選
）

　
【
受
講
料
】無
料（
会
場
ま
で
の

交
通
費
、
昼
食
代
な
ど
の
諸
雑
費

は
自
己
負
担
）

　
【
ご
注
意
】語
学
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
講
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
▼

申
込
時
の
個
人
情
報
は
都
に
提
出

し
ま
す
▼
未
成
年
者
は
保
護
者
の

了
承
を
得
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
▼
都
主
催
講
座
と
市
区
町
村
・

企
業
な
ど
と
の
連
携
講
座
は
、
す

べ
て
同
一
の
内
容
で
す
。
主
催
者

が
異
な
っ
て
い
て
も
、
１
度
受
講

し
た
方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん

　
申
し
込
み
は
７
月
３
日
（
月
）

午
前
８
時
半
～
７
日
（
金
）
午
後

５
時
に（
必
着
）、任
意
の
用
紙
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
・
ロ
ー

マ
字
）、年
齢
、性
別
、職
業（
在
勤・

在
学
の
方
は
そ
の
住
所
）、
電
話

番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿
８
５
５

５
、
市
役
所
生
活
文
化
課
市
民
協

働
係
宛
て
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
４
７
２
・
１
１
３
１
）で
送
信
を
。

募
集
期
間
終
了
後
、
７
日
～　
日
１０

以
内
に
運
営
業
務
受
託
事
業
者
が

受
講
案
内
ま
た
は
落
選
通
知
を
郵

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
送
付
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

　
６
月　
日
・　

日
の
第　
回
東

１０

１１

２１

久
留
米
市
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
「
東
久
留
米
の
名
木
百
選
」
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、　

年
５
月
～　
月
に
、

２８

１２

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
推
薦
し

て
い
た
だ
い
た
３
０
０
件
余
り
の

樹
木
の
う
ち
、
選
定
委
員
会
で
厳

正
な
選
定
を
行
い
、
選
ば
れ
た
１

０
０
本
で
す
。

　
東
久
留
米
の
宝
と
も
言
え
る
こ

れ
ら
の
木
々
を
、
市
民
み
ん
な
で

守
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
元
気
を

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
【
主
催
】東
久
留
米
市
市
民
環
境

会
議
水
と
み
ど
り
部
会

　
【
ご
注
意
】名
木
は
、道
路
な
ど

公
共
の
場
所
か
ら
見
学
し
ま
し
ょ

う
。
学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
・
個

人
宅
に
は
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い

「東久留米の名木百選」の紹介（一部）
○幹周りが４m以上ある太い木

（地上１.２mの高さの幹回りの長さ）
大きさ場所と樹種番号
４.８m自由学園内のポプラ謂８０
４.６mさいかち窪入口芝生広場内のエノキ謂１２
４.５６m南町三丁目７番民家のケヤキ謂３４
４.４m下里氷川神社参道階段脇のケヤキ謂２６
４.３m南町二丁目３番民家のケヤキ謂７３
４.２m浄牧院本堂前のイチョウ謂３
4.12m白山公園北西鉄塔そばのサクラ謂５２
４m子の神社鳥居左側のケヤキ謂２７

※このほか、コカコーラ工場正面玄関前のケヤキ（謂２９）
は計測が困難でしたが、数本まとまって６m程度あると
思われます。
○高さが３０m以上ある背が高い木（現地調査で想定した高さ）

高さ場所と樹種番号
３５m南町二丁目３番民家のケヤキ謂７３
３３m南町三丁目７番民家のケヤキ謂３４
３０m第二小学校西側道路沿いのメタセコイア謂８９
３０m自由学園内のメタセコイア謂９０
３０m柳窪一丁目１０番民家のメタセコイア謂９１
３０m小山五丁目１番民家のモミ謂９３

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０・７
７
５
３
、
電
子
メ
ー
ル
（k

ankyoseisaku@
city.higashikur

ume.lg.jp

）
へ
。

○名木に多く選定された樹種
数樹種
１７本桜
１３本ケヤキ
５本松
５本紅葉
４本イチョウ

○名木に多く選定された地域
数地域
１５本小山
８本柳窪
８本本町
８本南沢
８本滝山

◀
上
か
ら
自
由
学
園
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
、
つ
ば
き
公
園
の
ツ
バ
キ
、

　

東
本
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

　
夏
に
な
る
と
花
火
大
会
や
夏
祭

り
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
る
楽
し

い
催
し
が
た
く
さ
ん
行
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
多
く
の
人
が
集
ま
る

催
し
で
火
災
が
起
き
る
と
、
大
き

な
被
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
夏
の
思
い
出
を
悲
し
い
も
の
に

し
な
い
た
め
に
も
、
屋
外
で
ガ
ス

コ
ン
ロ
な
ど
の
火
気
使
用
器
具
を

使
う
場
合
は
、
次
の
こ
と
を
必
ず

守
り
ま
し
ょ
う
。

　
①
火
気
使
用
器
具
や
発
電
機
を

使
用
す
る
と
き
は
近
く
に
消
火
器

を
備
え
る

　
②
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使
う
と

き
は
、
ボ
ン
ベ
が
過
熱
さ
れ
る
と

爆
発
す
る
危
険
が
あ
る
た
め
、
コ

ン
ロ
よ
り
大
き
な
鍋
を
載
せ
た
り
、

コ
ン
ロ
を
２
個
以
上
並
べ
て
使
用

し
な
い

　
③
ガ
ス
器
具
の
ホ
ー
ス
は
し
っ

か
り
と
差
し
込
み
、
ホ
ー
ス
バ
ン

ド
な
ど
で
確
実
に
締
め
る

　
④
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
使
う
と
き
は
、

転
倒
し
な
い
よ
う
に
固
定
す
る

　
⑤
火
器
使
用
器
具
の
周
り
に
段

ボ
ー
ル
な
ど
の
可
燃
物
を
置
か
な

い
　
⑥
露
店
を
開
設
す
る
と
き
は
、

適
切
に
届
け
出
る

　
※
露
店
な
ど
で
火
気
使
用
器
具

を
使
用
す
る
場
合
は
、
消
火
器
の

設
置
お
よ
び
開
設
の
３
日
前
ま
で

に
消
防
署
長
に
届
け
出
が
必
要
で

す
。
　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
０
）
へ
。

　
梅
雨
や
台
風
の
時
期
は
、
長
雨

や
集
中
豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
崖

や
よ
う
壁
な
ど
の
崩
壊
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
危
な

い
崖
や
不
完
全
な
よ
う
壁
で
覆
わ

れ
て
い
る
所
に
あ
る
家
で
は
、
大

き
な
被
害
を
受
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
隣
接
す
る
方
々
の
生
命
、
財

産
に
ま
で
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
家
の
周
囲
の
安
全
を

確
か
め
、
危
な
い
石
積
み
や
土
留

め
な
ど
は
補
強
改
善
し
、
雨
水
の

排
水
を
よ
く
す
る
な
ど
し
て
、
安

全
対
策
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
関

係
機
関
か
ら
改
善
な
ど
の
措
置
を

と
る
よ
う
勧
告
を
受
け
た
方
は
、

補
強
・
改
良
な
ど
の
工
事
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
で

定
め
ら
れ
た
区
域
内
で
の
一
定
の

高
さ
以
上
の
切
り
土
・
盛
り
土
を

し
た
り
、
よ
う
壁
な
ど
を
築
造
す

る
と
き
は
、
事
前
の
許
可
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
都
多
摩
建
築
指
導
事

務
所
開
発
指
導
第
二
課
☎
０
４

２
・
３
６
４
・
２
３
８
６
へ
。

　
農
園
で
、
も
ぎ
た
て
採
れ
た
て

の
野
菜
パ
ワ
ー
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

主
催
は
東
久
留
米
市
市
民
環
境
会

議
環
境
学
習
部
会
、
共
催
は
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
ひ
ば
り
、
学
校
法
人

自
由
学
園
、
N
P
O
法
人
ゆ
い

ま
ぁ
る
南
沢
。

　
【
日
時
】
７
月
９
日
（
日
）
午
前

９
時
半
～　
時
半

１１

　
【
会
場
】
南
沢
篠
宮
農
園（
南
沢

１
ノ　
ノ　
、ひ
と
し
フ
ァ
ー
ム
）

１４

１１

　
【
対
象
】
小
学
生

　
こ
の
事
業
は　
年
度
文
化
芸
術

２９

振
興
費
補
助
金
を
活
用
し
、
教
室

を
開
催
す
る
も
の
で
す
。

①
親
子
い
け
ば
な
教
室

　
い
ろ
い
ろ
な
花
器
や
花
留
め
を

使
い
四
季
の
生
け
花
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
日
程
な
ど
の
詳
細
は
後

日
、
参
加
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
日
時
】全　
回
。
７
月
２
日
～

１５

　
年
１
月
７
日
の
い
ず
れ
も
原
則

３０日
曜
日
午
前　
時
～
正
午

１０

　
【
定
員
】
先
着　
人
１０

　
【
持
ち
物
】筆
記
用
具
、エ
プ
ロ

ン
、
新
聞
紙
、
布
巾

　
【
実
施
団
体
】 
創  
美  
流  
鴻  
月  
會 

そ
う 
び 
り
ゅ
う こ
う げ
つ か
い

②
親
子
雅
楽
教
室

　
雅
楽
器
の 
笙 
と 
龍
笛 の
演
奏
法

し
ょ
う 
り
ゅ
う
て
き

を
学
び
ま
す
。

　
【
日
時
】全　
回
。
７
月　
日
～

１２

２２

　
月　
日
の
い
ず
れ
も
火
曜
・
土

１１

１８

曜
日
の
午
後
４
時
～
６
時

　
【
定
員
】
笙
３
人
、
龍
笛
７
人

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

　
【
持
ち
物
】筆
記
用
具
、タ
オ
ル

　
【
実
施
団
体
】東
久
留
米
雅
楽
普

及
委
員
会

③
刀
道
剣
術
を
学
ぶ
親
子
教
室

　
【
日
時
】全　
回
。
７
月　
日
～

１４

２２

　
年
１
月　
日
の
い
ず
れ
も
原
則

３０

２７

土
曜
日
午
後
１
時
半
～
３
時
半

　
【
定
員
】　

人
１２

　
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

　
【
実
施
団
体
】剣
術
普
及
委
員
会

④
親
子
着
付
教
室

　
【
日
時
】全　
回
。
７
月　
日
～

１０

２３

　
月　
日
の
い
ず
れ
も
日
曜
日
午

１２

１０

後
１
時
半
～
３
時

　
【
定
員
】
先
着　
人
１０

　
【
持
ち
物
】筆
記
用
具
、足
袋
な
ど

　
【
実
施
団
体
】小
笠
原
新
流 
梧
桐 
あ
お
ぎ
り

會⑤
笑
い
の
芸
能
に
学
ぶ
狂
言
教
室

　
【
日
時
】全　
回
。
７
月　
日
～

１５

２４

　
年
１
月
８
日
の
い
ず
れ
も
月
曜

３０日
午
後
４
時
～
６
時

　
【
定
員
】
先
着　
人
１０

　
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

　
【
実
施
団
体
】東
久
留
米
狂
言
普

及
実
行
委
員
会

⑥
日
本
茶
の
作
法
親
子
教
室

　
煎
茶
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

　
【
日
時
】全　
回
。
７
月　
日

１４

２９

～　
年
１
月　
日
の
い
ず
れ
も

３０

１３

原
則
土
曜
日
午
後
２
時
～
３
時

半
　
【
定
員
】
先
着　
人
１０

　
【
持
ち
物
】筆
記
用
具
、白
い

靴
下
、
腰
ひ
も

　
【
実
施
団
体
】 上  
彬 
流
煎
茶
道

う
え す
ぎ

 
禮 
法
れ
い⑦

親
子
書
道
教
室

　
【
日
時
】全　
回
。
７
月　
日

１４

２９

～　
年
１
月　
日
の
い
ず
れ
も

３０

２０

原
則
土
曜
日
午
前　
時
～　
時

１０

１１

半
　
【
定
員
】
先
着　
人
１４

　
【
持
ち
物
】筆
記
用
具
、新
聞

紙
、
雑
巾

　
【
実
施
団
体
】多
摩
書
道
研
究

會
輪
書
會

《
①
〜
⑦
共
通
事
項
》

　
【
会
場
】
創
美
流
華
道
會
館

（
前
沢
５
ノ
７
ノ　
）
２７

　
【
対
象
】①
と
⑤
～
⑦
が
小
学

１
年
～
中
学
３
年
生
、
②
～
④

が
小
学
４
年
～
中
学
３
年
生

　
【
費
用
】①
が
１
回
１
０
８
０

円
、
②
～
⑦
が
１
回
３
０
０
円

　
申
し
込
み
は
６
月　
日（
木
）

１５

～　
日
（
日
）
に
電
話
、
フ
ァ

２５
ク
ス
（
４
７
１
・
１
６
１
６
）、

電
子
メ
ー
ル
（info@

sobiryu.j
p

）
で
同
館
・
渡
邉
☎
４
７
１
・

４
０
２
２
へ
。

　
詳
し
く
は
教
室
に
つ
い
て
が

各
実
施
団
体
、
事
業
に
つ
い
て

が
生
涯
学
習
課
☎
４
７
０
・
７

７
８
４
へ
。

文化庁
シンボルマーク

着　
人
）。
清
瀬
市
男
女
共
同
参

１０
画
セ
ン
タ
ー
☎
４
９
５
・
７
０
０

２
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
要

予
約
　
申
し
込
み
は
６
月　
日
（
木
）

１５

午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
東
久
留

米
市
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
☎

４
７
２
・
０
０
６
１
（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）
へ
。
申
し
込
み
後
、

整
理
券
を
配
布
し
ま
す
（
整
理
券

が
な
い
方
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
東
久
留
米
市
、
清
瀬
市
、
西
東

京
市
の
沿
線
３
市
男
女
共
同
参
画

連
携
事
業
で
す
。

　
今
回
は
、
被
災
地
の
女
性
に
焦

点
を
当
て
た
映
画
を
上
映
し
、 
我 が

 
謝 
京
子
監
督
を
お
招
き
し
て
ト
ー

し
ゃク

を
行
い
ま
す
。

　
【
日
時
】
７
月　
日
（
土
）
午
前

２９

の
部
が
午
前　
時
～　
時
半
、
午

１０

１１

後
の
部
が
午
後
２
時
～
３
時
半
。

我
謝
京
子
監
督
の
ト
ー
ク
は
午
後

３
時　
分
～
４
時　
分

４５

４５

　
【
会
場
】清
瀬
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
（
清
瀬
市

元
町
１
ノ
２
ノ　
、
ア
ミ
ュ
ー
ビ

１１

ル
７
階
）

　
【
定
員
】
各
部
先
着
１
８
０
人

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】生
後
６
カ
月
以
上
の

未
就
学
児
の
保
育
あ
り
（
各
部
先

　
【
募
集
人
数
】
先
着　
人
１５

　
【
費
用
】１
０
０
円（
保
険
代
な

ど
）
　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
６
月　
１９

日
（
月
）
～　
日
（
月
）
に
、
電

２６

話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
（kankyo

seisaku@
city.higashikurume.lg.

jp

）
で
環
境
政
策
課
☎
４
７
０
・

７
７
５
３
へ
。

帰
を
支
援
し
ま
す
。

　
【
日
時
】
７
月　
日
（
木
）
午
前

２７

　
時
半
～
午
後
０
時
半

１０
　
【
会
場
】国
分
寺
労
政
会
館
４
階

第
５
会
議
室
（
国
分
寺
市
南
町
３

ノ　
ノ　
）

２２

１０

　
【
対
象
】育
児
休
業
中
の
方
、お

お
む
ね
１
年
以
内
に
育
児
休
業
を

取
得
予
定
の
方
（
い
ず
れ
の
配
偶

者
も
参
加
可
）

　
【
定
員
】　

人
（
要
予
約
）

３０

　
【
講
師
】育
休
後
コ
ン
サ
ル
タ
ン

　
育
児
休
業
後
に
職
場
復
帰
す
る

際
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
生
じ

ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
こ

う
し
た
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

職
場
で
の
仕
事
の
取
り
組
み
方
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
役
割
分
担
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
、

職
場
復
帰
の
前
後
に
行
い
た
い
両

立
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
、

経
験
者
の
体
験
談
や
参
加
者
と
の

交
流
を
通
し
て
、
円
滑
な
職
場
復

ト
®
の
山
口
理
栄
氏

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】生
後
６
カ
月
～
未
就

学
児
の
保
育
あ
り
（
定
員
あ
り
）。

７
月　
日
（
木
）
ま
で
に
要
予
約

２０

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
７
月　
２０

日
（
木
）
ま
で
に
、
電
話
（
０
４

２
・
３
２
３
・
８
５
１
１
）
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
０
４
２・３
２
３・

８
５
１
２
）
で
東
京
都
労
働
相
談

情
報
セ
ン
タ
ー
国
分
寺
事
務
所
へ
。 　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

一
人
ひ
と
り
の
防
災
力
か
ら
。
あ

な
た
や
大
切
な
人
を
守
る
知
識
と

技
術
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
【
日
程
・
内
容
】
下
表
の
通
り

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
他

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

　
【
定
員
】　

人（
応
募
者
多
数
の

３０

場
合
は
抽
選
）

　
【
受
講
料
】１
２
０
０
円（
資
料・

保
険
代
な
ど
）

　
申
し
込
み
は
７
月
１
日
（
土
）

～　
日
（
木
）
に
（
必
着
）、
は
が

２０
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３
儿
０
０
５
４
、
中
央
町
２
ノ
６

ノ　
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、

２３

市
文
化
協
会
事
務
局
宛
て
郵
送
を
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

に
よ
る
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
☎
４

７
７
・
４
７
０
０
（
第
４
月
曜
日

を
除
く
月
曜
～
金
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
へ
。

２９年度防災まちづくり学校日程

内容日時
（いずれも土曜日）

オリエンテーショ
ン、防災の概要、市
の地域防災計画

午前９時半～
午後０時半８月５日

災害時の医療体制
避難所運営（クロス
ロード、合同訓練
事例）

午後１時半～
４時半　　１９日

立川防災館の見学午前８時２０分
～午後２時９月２日

市内の防災施設の
見学

午前９時～
正午　　１６日

消防署の取り組み
家庭の防災（ロープ
ワーク、ガラス他）

午前９時半～
午後０時半

　　３０日

自治会の活動事例、
グループ討議１０月７日

家屋の耐震補強
修了式　　１４日

雨水浸透ますの構造雨水浸透の仕組み

単粒度砕石 透水シート

　
地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る

雨
水
の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、

湧
水
や
河
川
の
水
量
に
影
響
を

与
え
ま
す
。
雨
水
浸
透
ま
す
は
、

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ

戻
し
、
地
下
水
を
蓄
え
る
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
市
内
の
豊

か
な
水
辺
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
既
存
住
宅
へ
の
設
置
に

は
、設
置
補
助
金
制
度
が 

利
用
で
き
ま
す

　
【
申
請
対
象
者
】敷
地
が
１
０

０
０
平
方
丿
未
満
の
既
存
の
個

人
住
宅
（
新
築
、
増
築
な
ど
を

除
く
一
般
住
宅
）
を
所
有
す
る

方
　
【
補
助
金
額
】設
置
状
況
に
よ

り
、
経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

　
ご
希
望
の
方
は
、
市
指
定
下

水
道
工
事
店
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照
）
ま
た
は
環
境
政
策
課

☎
４
７
０
・
７
７
５
３
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

外
国
人
お
も
て
な

外
国
人
お
も
て
な
しし

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アア

育
成
講
座
を
開
催
し
ま

育
成
講
座
を
開
催
し
ま
すす

「
東
久
留
米
の
名
木
百
選
」

「
東
久
留
米
の
名
木
百
選
」
がが

決
定
し
ま
し

決
定
し
ま
し
たた

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
とと

マ
ル
都
医
療
券
の
更
新
手
続
き
に
つ
い

マ
ル
都
医
療
券
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
てて

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）を
受
給
し
て
い
る
方
へ

継
続（
更
新
）手
続
き
に
つ
い

継
続（
更
新
）手
続
き
に
つ
い
てて

夏
祭
り
や
花
火
大
会
で

夏
祭
り
や
花
火
大
会
で
のの

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
うう

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
枝
豆
を
収
穫
し
て

　
　
　
　
　
　
　

野
菜
の
不
思
議
を
学
ぼ
う

宅
地
内
の「
雨
水
浸
透
ま
す
」

宅
地
内
の「
雨
水
浸
透
ま
す
」のの

設
置
に
ご
協
力

設
置
に
ご
協
力
をを

湧
水
や
河
川
を
守
る
た
め
に

崖
や
よ
う
壁
な
ど
の

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

崩
壊

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催沿

線
３
市
連
携
事
業

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
3
・　

こ
こ
に
生
き
る
」
の
上
映
と
監
督
ト
ー
ク

11

「
防
災
ま
ち
づ
く
り
学
校
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

伝
統
文
化
親
子
教
室
の

お
知
ら
せ

育
休
後
職
場
復
帰
セ
ミ
ナ
ー

体
験
会
＆
交
流
会

み
の
り
塾

みどり東京・温
暖化防止プロ
ジェクト市町村
助成金対象事業

　
身
近
な
課
題
を
テ
ー
マ
に
講
座

を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の

ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
ま
で
、
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
今
回
、「
市
民
企
画

講
座
」の
募
集
に
当
た
り
、「
募
集

説
明
会（
第
１
部
）」と
課
題
に
つ

い
て
対
話
す
る
「
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
（
第
２
部
）」
を
開
催
し
ま
す
。

講
座
を
応
募
す
る
方
は
第
１
部
・

第
２
部
と
も
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
し
な
い
方
は
第

２
部
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

◎
第
１
部
「
市
民
企
画
講
座
」
募

集
説
明
会

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

　
【
講
座
の
募
集
】募
集
期
間
は
７

月　
日
（
月
）
～　
日
（
月
）。
詳

１０

３１

細
は
６
月　
日
（
火
）
～
７
月
７

２０

日
（
金
）
に
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布

す
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
※
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
【
昨
年
の
企
画
】「
い
ろ
ど
り
豊

か
に
自
分
色
レ
シ
ピ
～
仕
事
や
生

活
に
生
か
す
色
彩
心
理
～
」「
は
か

る
、知
る
、く
ら
す
。～
放
射
能
の

心
配
に
科
学
的
に
向
き
合
う
た
め

に
～
」「
両
立
マ
マ
の
た
め
の
時
短

料
理
講
座
」「
若
者
が
直
面
し
て
い

る
現
場
～
相
談
の
現
場
か
ら
～
」

◎
第
２
部
「
ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ
」

　
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
と
は
、
討

論
の
１
つ
で
、
自
由
に
発
言
し
な

が
ら
、
他
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け

ら
れ
る
機
会
を
増
や
す
手
法
で
す
。

　
今
回
は
、「
私
の
こ
と
」か
ら
身

近
な
地
域
の
課
題
、
一
人
ひ
と
り

が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
地
域
に
つ

い
て
、ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ
の
手
法

を
通
じ
て
対
話
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　
【
講
師
】女
性
た
ち
の
声
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
で
注
目
さ
れ
て

い
る「
と
し
ま
F
1
会
議
」、学
生

の
た
め
の
「
１
０
０
人
男
子
会×  

女
子
会
」な
ど
数
々
の
ワ
ー
ル
ド・

カ
フ
ェ
を
実
践
し
て
い
る
立
教
大

学
大
学
院
教
授
の
萩
原
な
つ
子
氏

《
第
１
部
・
第
２
部
共
通
事
項
》

　
【
日
時
】
７
月
９
日
（
日
）
第
１

部
が
午
後
１
時
半
～
２
時
半
、
第

２
部
が
３
時
～
５
時

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
定
員
】
各
部　
人
（
要
予
約
）

３０

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】２
歳
～
未
就
学
児
の

保
育
あ
り（
定
員
５
人
）。
６
月　
２７

日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
６
月　
２０

日
（
火
）
か
ら
電
話
（
４
７
２
・

０
０
６
１
）
ま
た
は
直
接
同
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
２
階
）
へ
。

「
市
民
企
画
講
座
」
募
集
説
明
会
と

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ


